
探究活動 「コハク酸デヒドロゲナーゼの性質とはたらき」

「探究活動」というのは、自分たちでテーマを見つけ、実験方法を考えて、実験をおこない、

その結果から言えることを考察していく活動です。この探究活動は、代謝分野の学習をしている

３年生理系「生物Ⅱ」選択者を対象に行ってきているものです。

毎回、オーソドックスな実験テーマから、ユニークなものまで、テーマもいろいろと上がり、

疑問を何とか実験の形にしようと主体的に取り組む者、考察に苦しみながら追加実験を重ねる者、

たった数本のツンベルク管でこんなにもいろいろなことにチャレンジできるのか、と、教師側も

楽しませてもらっています。

取り組む中で、知りたいことを明確に持って計画しないと実験は成立しないこと、条件をそろ

えることの意味、始めてしまってからあわててもうまくいかず、準備段階がなにより大切である

こと、ピペット操作などの正確さ、温度管理、班員での分担のしかたなど、実験結果に影響する

いろいろな要素があること、といった、実験が成り立つために必要なことは何かを身をもって学

んでいく体験になっているようです。さらに、グラフを用いたり、データを計算で補正したりし

ながら、実験結果を処理する方法や、はじめは安易に「予想どおり○○だった」「うまくいった」

などと書いている者も、実験結果から何が言えるのか、あるいは言えないのか、期待していたこ

とが言えないのはなぜか、もっと知るためには条件をどうしたらよいか、など、考察を深めてい

く過程でたくさんのことを学んでいきます。

取り組みを終えたとき、みな、思い入れのある忘れられない実験のひとつになるようです。

① 共通実験

「コハク酸デヒドロゲナーゼとマロ

ン酸による競争的阻害」

ツンベルク管を初めて使い、操作の

基本と反応のしくみを学びます。

② 実験テーマの設定

班ごとに自分たちが「コハク酸デヒドロゲナ

ーゼのはたらきと性質」についてツンベルク

管を使ってどんなことを調べたいか、実験の

テーマを決めます。

③ 結果を予想し、実験の方法を決める

調べたいことを知るためには、どのような実

験を組み立てるとよいか、必要な薬品や実験

条件、手順を話し合って決めていきます。

④ 予備実験

条件を決めるた

めに必要なら

ば、予備実験を

おこないます。

⑤ プロトコル（実験

の手順書）の作成

準備するもの、実験

の手順、記録のしか

たなど、スムーズに

実験ができるように

決めておきます。

⑥ 準備

必要な器具や薬品

を準備します。

⑦ 実験当日

⑨ 追加実験

新たな疑問の解決や細かい条件設定な

ど、必要があれば追加実験をします。

⑧ 考察

班で話し合っ

て結果を検討

し、考察をし

ます。

⑩ スライドの絵コンテ作成

発表に向けて、スライドの

構成を考えます。

⑪ 発表原稿の作成

スライドに沿って原稿を作り、発表の準備をします。

⑫ 発表会


